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週間 3ヵ月 6ヵ月 1年 24年末比

米ドル・インデックス 101.09 0.8 ▲ 5.3 ▲ 5.2 ▲ 3.2 ▲ 6.8
米ドル 145.70 0.2 ▲ 4.3 ▲ 5.6 ▲ 6.2 ▲ 7.3

カナダ・ドル 104.28 ▲ 0.0 ▲ 2.9 ▲ 4.8 ▲ 8.6 ▲ 4.6
ユーロ 162.64 ▲ 0.5 1.8 ▲ 0.0 ▲ 3.7 ▲ 0.1
英ポンド 193.50 0.1 0.9 ▲ 0.6 ▲ 1.7 ▲ 1.7

スイス・フラン 174.15 ▲ 0.4 2.9 0.2 1.6 0.5
スウェーデン・クローナ 14.90 ▲ 0.4 4.6 5.9 2.7 4.9
アイスランド・クローネ 1.114 0.0 2.6 ▲ 0.7 ▲ 0.9 ▲ 1.5
ノルウェー・クローネ 14.01 ▲ 0.1 2.3 0.6 ▲ 3.6 1.4
デンマーク・クローネ 21.80 ▲ 0.5 1.8 ▲ 0.1 ▲ 3.7 ▲ 0.1

中国人民元 20.23 0.8 ▲ 3.6 ▲ 5.0 ▲ 6.0 ▲ 6.2
香港ドル 18.64 ▲ 0.2 ▲ 4.7 ▲ 6.0 ▲ 6.4 ▲ 7.9
台湾ドル 4.83 0.7 3.8 1.5 ▲ 0.2 1.1

韓国ウォン(100ウォン当たり) 10.40 0.0 ▲ 1.6 ▲ 5.8 ▲ 10.0 ▲ 2.3
シンガポール・ドル 112.07 0.1 ▲ 1.5 ▲ 2.5 ▲ 2.9 ▲ 2.7
マレーシア・リンギ 33.90 0.3 ▲ 1.4 ▲ 2.4 2.6 ▲ 3.2

タイ・バーツ 4.37 ▲ 0.8 ▲ 3.3 ▲ 1.6 1.8 ▲ 4.6
ｲﾝﾄﾞﾈｼｱ･ﾙﾋﾟｱ(100ルピア当たり) 0.886 0.6 ▲ 5.5 ▲ 8.9 ▲ 9.3 ▲ 9.0

フィリピン・ペソ 2.610 ▲ 0.3 ▲ 1.1 ▲ 1.6 ▲ 2.9 ▲ 3.0
ﾍﾞﾄﾅﾑ･ﾄﾞﾝ(100ドン当たり) 0.563 0.6 ▲ 6.1 ▲ 7.3 ▲ 7.8 ▲ 8.7

インド・ルピー 1.70 0.3 ▲ 2.8 ▲ 8.0 ▲ 8.4 ▲ 7.0
オーストラリア・ドル 93.28 0.1 ▲ 3.6 ▲ 6.5 ▲ 10.1 ▲ 4.1

ニュージーランド・ドル 85.65 ▲ 0.3 ▲ 1.9 ▲ 5.3 ▲ 10.0 ▲ 2.6
ブラジル・レアル 25.71 0.0 ▲ 3.8 ▲ 3.5 ▲ 15.1 1.0
メキシコ・ペソ 7.48 0.2 ▲ 0.2 ▲ 1.3 ▲ 19.7 ▲ 0.8

ｺﾛﾝﾋﾞｱ･ﾍﾟｿ(100ペソ当たり) 3.49 1.3 ▲ 5.5 0.1 ▲ 14.1 ▲ 2.3
チリ・ペソ(100ペソ当たり) 15.45 ▲ 0.5 ▲ 4.4 ▲ 1.9 ▲ 10.7 ▲ 2.1
ペルー・ヌエボ・ソル 39.50 ▲ 0.8 ▲ 4.0 ▲ 2.7 ▲ 5.1 ▲ 6.1
ポーランド・ズロチ 38.08 ▲ 1.5 ▲ 0.7 1.1 ▲ 4.0 0.1

ﾊﾝｶﾞﾘｰ･ﾌｫﾘﾝﾄ(100ﾌｫﾘﾝﾄ当たり) 40.36 ▲ 0.3 1.6 1.2 ▲ 7.5 2.1
ルーマニア・レイ 32.00 0.2 ▲ 0.4 ▲ 2.1 ▲ 5.7 ▲ 2.2

トルコ・リラ 3.75 0.0 ▲ 10.8 ▲ 16.3 ▲ 21.9 ▲ 15.3
南アフリカ・ランド 8.08 1.2 ▲ 2.5 ▲ 4.8 ▲ 5.4 ▲ 3.2
エジプト・ポンド 2.91 1.5 ▲ 3.1 ▲ 7.1 ▲ 12.1 ▲ 5.8
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日本国債　注5 312.62 ▲ 0.6 ▲ 3.0 ▲ 4.2 ▲ 5.7 ▲ 4.4
先進国(除く日本)国債　注6 1,023.48 ▲ 0.5 2.9 3.8 4.7 4.3

新興国債券　注7 843.91 0.6 1.3 3.9 8.2 3.6
日本国債2年物 0.717 0.072 -0.083 0.163 0.390 0.112
日本国債10年物 1.463 0.094 0.101 0.390 0.536 0.362
日本国債20年物 2.386 0.030 0.364 0.493 0.652 0.485
日本国債30年物 2.968 0.054 0.643 0.665 0.934 0.671

米国債2年物 4.002 0.110 -0.259 -0.303 -0.794 -0.241 
米国債10年物 4.480 0.100 0.003 0.040 0.104 -0.092 
米国債20年物 4.968 0.105 0.214 0.245 0.351 0.108
米国債30年物 4.946 0.110 0.248 0.327 0.433 0.163
ドイツ国債2年物 1.855 0.070 -0.258 -0.267 -1.072 -0.227 
ドイツ国債10年物 2.590 0.028 0.159 0.234 0.130 0.223

イタリア国債10年物 3.596 -0.013 0.074 0.042 -0.164 0.074
スペイン国債10年物 3.214 0.008 0.153 0.157 -0.005 0.153
東証REIT(配当込み) 4,486.73 0.0 4.6 7.0 0.8 6.7

728.15 1.2 0.7 ▲ 0.2 9.5 4.0
817.28 1.9 ▲ 3.4 ▲ 6.0 2.9 ▲ 3.5

香港REIT　注9 613.66 ▲ 1.5 15.0 17.1 17.3 20.1
オーストラリアREIT　注9 1,267.75 ▲ 0.6 ▲ 2.1 ▲ 1.5 6.1 2.7
北海ブレント原油先物 65.41 2.3 ▲ 12.5 ▲ 7.9 ▲ 21.4 ▲ 12.4

WTI原油先物 62.49 2.4 ▲ 11.7 ▲ 6.8 ▲ 21.1 ▲ 12.9
ニューヨーク金先物 3,187.20 ▲ 4.7 9.9 24.0 33.6 20.7

CRB指数 296.08 0.3 ▲ 5.1 5.8 2.1 ▲ 0.2
シンガポール鉄鉱石先物 100.06 3.2 ▲ 5.7 3.5 ▲ 14.1 ▲ 0.9
S&P MLPﾄｰﾀﾙﾘﾀｰﾝ指数 9,877.14 3.8 ▲ 3.7 7.2 17.7 5.5
S&P BDCﾄｰﾀﾙﾘﾀｰﾝ指数 427.47 5.1 ▲ 6.4 3.3 5.7 ▲ 1.1

ビットコイン 103,712.31 0.5 6.7 13.9 58.9 10.7
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週間 3ヵ月 6ヵ月 1年 24年末比

ブラジル　ボベスパ 139,187.39 2.0 8.6 8.9 8.5 15.7
メキシコ　IPC 57,987.14 2.5 7.2 14.9 0.9 17.1

南ｱﾌﾘｶ FTSE/JSEｱﾌﾘｶ全株 92,618.55 0.8 4.4 10.4 16.5 10.1

騰落率（%）
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週間 3ヵ月 6ヵ月 1年 24年末比

世界株価 注1 480.46 4.0 0.1 5.4 12.6 5.4
先進国株価 注2 12,300.53 4.2 ▲ 0.4 4.9 12.9 4.9

先進国(除く日本)株価 注3 14,228.44 4.4 ▲ 0.6 4.8 13.3 4.8
新興国株価　注4 631.50 3.1 5.0 9.3 9.4 10.0
日経平均株価 37,753.72 0.7 ▲ 3.6 ▲ 2.3 ▲ 3.0 ▲ 5.4

JPX日経インデックス400 24,871.03 0.1 ▲ 0.1 0.7 ▲ 0.6 ▲ 1.3
TOPIX (東証株価指数) 2,740.45 0.3 ▲ 0.7 1.1 0.1 ▲ 1.6
東証プライム市場指数 1,410.29 0.3 ▲ 0.7 1.1 0.1 ▲ 1.6

東証スタンダード市場指数 1,300.15 0.6 0.0 6.4 5.6 2.2
東証グロース市場指数 908.57 4.1 4.6 13.4 11.8 10.2

NYﾀﾞｳ 工業株30種 42,654.74 3.4 ▲ 4.2 ▲ 1.8 7.0 0.3
S&P 500種 5,958.38 5.3 ▲ 2.6 1.5 12.5 1.3

ナスダック総合 19,211.10 7.2 ▲ 4.1 2.8 15.0 ▲ 0.5
ナスダック100 21,427.94 6.8 ▲ 3.1 5.1 15.5 2.0

ﾌｨﾗﾃﾞﾙﾌｨｱ半導体 4,922.19 10.2 ▲ 4.6 1.8 ▲ 1.9 ▲ 1.2
欧州　ｽﾄｯｸｽ･ﾖｰﾛｯﾊﾟ600 549.26 2.1 ▲ 0.6 9.2 4.9 8.2

英国　FTSE100 8,684.56 1.5 ▲ 0.5 7.7 2.9 6.3
ユーロ圏　ユーロ・ストックス 568.61 2.1 1.5 14.3 8.2 12.5

ドイツ　DAX 23,767.43 1.1 5.6 23.7 26.8 19.4
中国　CSI300 3,889.09 1.1 ▲ 1.3 ▲ 2.0 6.8 ▲ 1.2
中国　上海A株 3,529.24 0.8 0.6 1.1 7.8 0.5
中国　深圳A株 2,077.98 0.8 ▲ 2.3 ▲ 1.2 12.6 1.5
中国　創業板 2,039.45 1.4 ▲ 7.9 ▲ 9.1 10.6 ▲ 4.8
香港　ハンセン 23,345.05 2.1 3.2 20.2 20.5 16.4

台湾　加権 21,843.69 4.4 ▲ 5.7 ▲ 4.0 2.5 ▲ 5.2
韓国　KOSPI 2,626.87 1.9 1.4 8.7 ▲ 4.6 9.5

シンガポール　ST 3,897.87 0.6 0.5 4.1 17.9 2.9
マレーシア　FBM KLCI 1,571.75 1.6 ▲ 1.2 ▲ 1.3 ▲ 2.4 ▲ 4.3

タイ　SET 1,195.77 ▲ 1.3 ▲ 6.0 ▲ 17.1 ▲ 13.2 ▲ 14.6
インドネシア　ｼﾞｬｶﾙﾀ総合 7,106.53 4.0 7.1 ▲ 0.8 ▲ 1.9 0.4

フィリピン　総合 6,465.53 0.1 6.7 ▲ 3.2 ▲ 2.5 ▲ 1.0
ベトナム　VN 1,301.39 2.7 2.0 6.8 2.6 2.7

インド　SENSEX 82,330.59 3.6 8.4 6.1 11.8 5.4
豪州　S&P/ASX200 8,343.68 1.4 ▲ 2.5 0.7 5.9 2.3
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2025年5月第3週号 （2025年5月19日発行）

■主要指標の動き■ 2025年5月16日時点（1週間前＝5月9日、3ヵ月前＝2月16日、6ヵ月前＝2024年11月16日、1年前＝5月16日） なお、休場の場合は直前の営業日のデータを使用
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指数に関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は、当該指数の算出元または公表元に帰属します。

データは過去のものであり、将来の運用成果などを約束するものではありません。

※右表の為替ﾚｰﾄは原則としてﾆｭｰﾖｰｸの17時時点のものであり、弊社投資信託の基準価額の算定に
用いられるものと大きく異なることがあります。また、ビットコインのﾃﾞｰﾀもﾆｭｰﾖｰｸ17時時点です。

「利回り」変化のデータは、騰落率(%)ではなく、騰落幅*
注8 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙREIT指数 ： S&PｸﾞﾛｰﾊﾞﾙREIT指数（配当込み）
注9 香港/ｵｰｽﾄﾗﾘｱREIT指数 ： S&Pの各地域/国REIT指数（配当込み、

現地通貨ﾍﾞｰｽ）注1 世界株価指数 ： MSCIｵｰﾙｶﾝﾄﾘｰﾜｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ（米ﾄﾞﾙ・ﾍﾞｰｽ､税引後配当込み）
注2 先進国株価指数 ： MSCIﾜｰﾙﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ（米ﾄﾞﾙ・ﾍﾞｰｽ､税引後配当込み）
注3 先進国（除く日本）株価指数 ： MSCI-KOKUSAIｲﾝﾃﾞｯｸｽ（米ﾄﾞﾙ・ﾍﾞｰｽ､税引後配当込み）
注4 新興国株価指数 ： MSCIｴﾏｰｼﾞﾝｸﾞ･ﾏｰｹｯﾄ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ（米ﾄﾞﾙ・ﾍﾞｰｽ､税引後配当込み）
注5 日本国債指数 ： FTSE日本国債ｲﾝﾃﾞｯｸｽ（円ﾍﾞｰｽ）
注6 先進国（除く日本）国債指数 ： FTSE世界国債ｲﾝﾃﾞｯｸｽ（除く日本、米ﾄﾞﾙ･ﾍﾞｰｽ）
注7 新興国債券指数 ： JPﾓﾙｶﾞﾝ･ｴﾏｰｼﾞﾝｸﾞ･ﾏｰｹｯﾂ･ﾎﾞﾝﾄﾞ･ｲﾝﾃﾞｯｸｽ･ﾌﾟﾗｽ（ﾍｯｼﾞなし･米ﾄﾞﾙ･ﾍﾞｰｽ）

（騰落率がプラスの場合は各通貨高、マイナス▲の場合は円高）



当資料は、日興アセットマネジメントが情報提供を目的として作成したものであり、特定ファンドの勧誘資料ではありません。また、弊社ファンドの運用に何等影響を与えるものではありません。なお、掲載され
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■先週の主な出来事■ （株式市場での反応を○、△、×の順で評価）

（信頼できると判断したデータをもとに日興アセットマネジメントが作成）

■今週の主な注目点■
米国では、4月の中古住宅販売件数(22日)や同月の新築住宅販売件数(23日)が発表されるほか、FRB(連
邦準備制度理事会)高官や地区連銀総裁の講演、討論会への参加などが相次ぐ。また、中国の4月の主要
指標(19日)やﾕｰﾛ圏の5月のPMI(購買担当者指数)速報(22日)、日本の4月の消費者物価指数(23日)が発
表されるほか、G7(主要7ヵ国)財務相･中央銀行総裁会議が20～23日にｶﾅﾀﾞで開催される。

日付
市場の

反応
国・地域 指標など（コメント）

米中両政府、互いが課している追加関税について、115ﾎﾟｲﾝﾄ引き下げることで合意

米商務省は9日、民間航空機や航空機ｴﾝｼﾞﾝなどの輸入について、安全保障面からの調

査を開始したと発表した。10日には、4月下旬に国境係争地で起きたﾃﾛ事件をきっかけに

交戦状態となったｲﾝﾄﾞとﾊﾟｷｽﾀﾝが、停戦で合意した。11日には、米中の閣僚級貿易協議

について、ﾍﾞｯｾﾝﾄ米財務長官が確かな進展があったと述べたほか、中国の何副首相は、
協議の枠組みの設置や協議の継続などについて合意したと述べた。また、ﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領
は、薬価を大幅に引き下げる大統領令に12日に署名するとSNSに投稿した。12日には、

米中協議の進展期待から、中国本土株式が反発したほか、日本でも株式相場が続伸した
が、医薬品株は売られた。その後、米中両政府は、互いが課している追加関税について、
一部の90日間停止を含め、14日までに115ﾎﾟｲﾝﾄ引き下げること(米:145%→30%、

中:125%→10%)で合意し、さらに協議を続けると発表した。これを受け、香港株式が大幅

続伸となった。日本では、投資家心理の改善などを背景に国債が売られ、利回りは上昇
し、新発40年物では過去最高となった。また、円相場は一時、1ﾄﾞﾙ＝148円台まで下落

し、その後、147円台で推移した。日中以外のｱｼﾞｱの市場でも、総じて株高となった。

ﾛｼｱはｳｸﾗｲﾅを巡る和平交渉を提案、米中首脳会談が近く実現の可能性も

ﾛｼｱのﾌﾟー ﾁﾝ大統領は11日、和平を巡るｳｸﾗｲﾅとの直接交渉を15日にﾄﾙｺで行なうこと

を提案した。ｳｸﾗｲﾅのｾﾞﾚﾝｽｷｰ大統領は、少なくとも30日間の無条件停戦を前提として、
15日にﾄﾙｺでﾌﾟー ﾁﾝ大統領を待つとSNSに投稿した。また、ﾄﾗﾝﾌﾟ米大統領は、米中貿易

協議の進展を受け、週末にも中国の習国家主席と会談する可能性が高いとの見方を示し
た。欧州では資源株や消費関連株などを中心に株式相場が続伸した。米国でも、ﾊｲﾃｸ
株を中心に幅広く買いが入り、株式相場が上昇した。なお、欧米の医薬品株は売られる場
面もあったが、薬価引き下げに向けた米大統領令の内容が懸念されていたほど厳しくな
かったことから、引けでは上昇した。欧米の国債利回りは、投資家のﾘｽｸ選好姿勢の回復
などを背景に上昇した。外国為替市場ではﾄﾞﾙが急伸し、円相場は一時、148円65銭前後

と、4月上旬以来の円安･ﾄﾞﾙ高水準となった。また、原油先物が続伸した一方、金先物は

急反落した。13日には、日本で株式相場が続伸したほか、国債利回りは中･長期を中心に

上昇、円相場も147円台に上昇した。香港株式は反落したが、中国本土株式が小幅なが

らも続伸したほか、人民元は一時、対ﾄﾞﾙで2024年11月以来の元高･ﾄﾞﾙ安水準をつけた。

消費者物価指数は、全体では予想を下回り、3ヵ月連続で伸びが鈍化

4月の消費者物価指数は、全体で前年同月比+2.3%と、予想を下回り、3ヵ月連続で伸び

が鈍化したほか、ｺｱでは前月と同じ+2.8%と、予想通りだった。ﾊｲﾃｸ株などが買われた

が、医療保険･ｻｰﾋﾞｽ大手が収益見通しを取り下げたことなどが嫌気され、同社株や関連
銘柄が売られたことから、主要株価指数はﾏﾁﾏﾁとなった。国債利回りはほぼ横ばいだっ
た。外国為替市場ではﾄﾞﾙが売られた。また、原油先物が続伸した。

米中の追加関税の引き下げが発効、世界経済の減速懸念は後退

米中の追加関税の115ﾎﾟｲﾝﾄ引き下げが発効した。中国本土･香港株式が上昇した。日本

では、円相場が146円台に続伸し、輸出関連株の重荷となったほか、利益確定の売りなど

もあり、株式相場が反落した。また、世界経済の減速懸念が後退し、日銀が利上げに動き
やすくなるとの見方などを背景に、国債利回りが上昇した。欧州では、利益確定売りなどか
ら、総じて株安となった。米国では、中東を訪問中のﾄﾗﾝﾌﾟ大統領がAI(人工知能)関連の

取引を相次いでまとめ、半導体関連などのﾊｲﾃｸ株の一角が買われた一方、景気敏感株
などが持ち高調整の売りに押され、主要株価指数はﾏﾁﾏﾁとなった。国債利回りは、世界
経済の減速懸念の後退に伴ない、米利下げが後ずれするとの見方に加え、 (右上に続く)
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(左下より続く) 議会下院の与党･共和党指導部がﾄﾗﾝﾌﾟ減税の恒久化を含む法案を公

表し、米財政への懸念が拡がったことなどもあり、同国で上昇し、欧州に影響が波及した。
また、米長期金利の上昇などを受け、金先物は売られた。

米国が日本にﾄﾞﾙ高是正を要求するとの思惑などから、円相場が上昇
5月上旬に米韓の高官が為替について協議したことが明らかとなり、米国が韓国にﾄﾞﾙ高

是正を求めたとの思惑が拡がり、14日のﾆｭｰﾖｰｸ市場で韓国ｳｫﾝが対ﾄﾞﾙで急騰した。15
日の日本では、米国が日本にも同様の要求をする可能性が意識され、円相場が145円

台に上昇した。円高が嫌気されたほか、利益確定売りなどもあり、株式相場は続落した。
国債利回りは上昇し、新発30年物では一時、2000年11月以来の高水準となった。

軟調な経済指標の発表が相次ぐ

欧州では、ｳｸﾗｲﾅとﾛｼｱの直接交渉に、両国および米国の首脳が参加しないこととなり、
交渉進展への期待が後退した。米国では、4月の小売売上高が、全体で前月比+0.1%
と、前月から伸びが大きく鈍化、ｺｱでは▲0.2%と、3ヵ月ぶりに減少した。また、同月の卸

売物価指数は、全体で前月比▲0.5%、ｺｱでも▲0.4%と、ともに予想に反して低下し、そ

れぞれ、2020年、2015年以来の大きな落ち込みとなった。さらに、同月の製造業生産指

数は前月比▲0.4%と、6ヵ月ぶりに低下した。欧州では、防衛関連銘柄が買われたことな

どから株式相場が反発した。米国では、利下げ期待が高まり、高配当銘柄や、業績が景
気に左右されにくいﾃﾞｨﾌｪﾝｼﾌﾞ銘柄などが買われた一方、大型ﾊｲﾃｸ株などは売られ、
主要株価指数はﾏﾁﾏﾁとなった。欧米の国債利回りは、米利下げ観測の高まりなどを背
景に低下した。また、原油先物は、ﾄﾗﾝﾌﾟ大統領がｲﾗﾝとの核合意が近いとの認識を示し
たことを受け、同国の原油供給が増えるとの思惑が台頭し、下落した。一方、米長期金利
の低下などを受け、金先物が買われた。

GDPは予想以上の落ち込み

1-3月期のGDP速報値は前期比年率▲0.7%と、4四半期ぶりのﾏｲﾅｽとなり、予想も下

回った。前日の米ﾊｲﾃｸ株安に加え、円相場が一時、144円台に上昇したことなども嫌気

された一方で、株価の下落局面では押し目買いが入り、主要株価指数は小動き、ﾏﾁﾏﾁ
となった。国債利回りは、前日の米国での動きに影響され、低下した。

米ﾐｼｶﾞﾝ大学消費者信頼感指数は予想外の低下、期待ｲﾝﾌﾚ率は予想を上回る
ECB(欧州中央銀行)の6月の政策理事会では、基本ｼﾅﾘｵ以外に、世界貿易の混乱に

伴なう影響を加味した経済見通しも示されると明らかにされた。米国では、5月のﾐｼｶﾞﾝ

大学消費者調査の速報が発表され、消費者信頼感指数が前月比▲1.4ﾎﾟｲﾝﾄの50.8
と、予想に反して5ヵ月連続で低下し、2022年6月以来の低水準となった。また、期待ｲﾝﾌ

ﾚ率は、1年先で7.3%、長期で4.6%と、それぞれ、1981年、1991年以来の高水準となっ

た。4月の住宅着工件数は前月比+1.6%の年率136.1万戸、建設許可件数は▲4.7%の

141.2万戸だった。欧州では、米消費者信頼感指数の下振れなどを受け、国債利回りが

低下した。株式相場は続伸し、独DAX指数は最高値を更新した。米国では、政府債務や

利払い費の増加などを理由に、大手格付会社が同国の信用格付けを最上位から1段階

引き下げたことを受け、国債が売られ、利回りは上昇した。一方、株式相場は、米国と
EU(欧州連合)の貿易交渉で、双方が交渉の対象分野を定めた文書を取り交わし、膠着

状態から抜け出したと報じられたことなどもあり、貿易摩擦の緩和期待から上昇した。
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